






















































































































8～12 13～17 18～22 23～27 28～32 33～37 38以上
金工1のみ 1校 19校 13校 1校 3校
金工2のみ 1校 1校
金工「1＋2」 3校 1校 3校 1校
方
両　金工1 1校 1校 25校 14校 4校 2校
金工2 1校 1校 26校 13校 2校 4校




















































④　そ　の　他 1校（0．9％） 4校（4．8％） 1校（4．8％）




Q板　状 96校（96．0％） 5校（6．2％） 13校（56．5％）
②丸棒状 1校（1．0％） 45校（55．6％） 4校（17．4％）
③角棒状 1校（LO％） 23校（28．4％） 3校（13．1％）
④線　　状 1枚（L2％）
⑤　アングル 2校（2，0％） 1校（1．2％） 1校（4．3％）
⑥　その他 6校（7．4％） 2校（8．7％）
合　　計 100校（100％） 83校（100％） 23校（100％）
選　定　理　由
指　導　領域
金　工　1 金　工　2
①入　手　し　易　い 62校（25．5％） 30校（21．9％）
②生徒の金銭的負担が小さ　　い
64校（26．3％） 30校（21．9％）
③被削性（加工性〉が良い 41校（16．9％） 32校（23．4％）
④材質および形状が使用目　　的にあっている
48校（19．7％） 28校（20．4％）
⑤指導書に準拠している 23校（9．5％） 10校（7．3％）
⑥　特に理由はない
⑦　そ　　　の　　　他 5校（2．1％） 7校（5．1％）
合　　　　　　　　計 243校（100％） 137校（100％）
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がより強い。金工2においては，その一方で，切削加工を含む指導内容であるために，加
工量や被削性を考慮した選定理由も高い比率を示していることが伺える。この表によれば
指導書に準拠している項目を選定理由としている場合が比較的少い。このことは自作教材
による指導が多いことを示すものとも受け取れるが，次節で紹介するように，市販のキッ
ト教材依存率の高さと兼ね併せて考えると必ずしもそうとは受けとれないようである。
　3－3．製作品の題材
　本領域の指導過程の中心となる製作品の選定題材について整理したのが表6である。表
中の数値は回答（複数回答）を得られた中学校数である。いずれの領域においても本教科
の発足当時から本領域で製作品の題材として取り扱われて来た，金工1にあっては，「ちり
とり」および「ブックエンド」，また，金工2にあっては「ぶんちん」が現在なお主要な題
材となっていることがわかる。これらの題材は生徒にとって比較的製作品としての構想が
し易く，その設計および製作指導に際して導入が容易であること，さら1こは，長い年月実
践されて来た題材であるために，関連する使用工具類の整備状況が良好なことなどが，そ
の理由として考えられる。一方で，両領域ともにその他の項目の数値が高く示されており，
教師側が新しい題材を求めている傾向の強いことも伺い知れる。
　金工1では主として金属の塑性変形能を活した加工法を取り入れた製作品の題材が選定
されており，表3および表4に示されているように軟鋼板（主に亜鉛メッキ鋼板（トタン））
やアルミニウム板を用いた曲げ加
工中心の製作品に重点が置かれて　　　　　　表6　製作品の題材（複数回答）
いるようである。金工2では「ハ
ンマー」，「ドライバー」，「ペンス
タンド」および「ぶんちん」といっ
たいずれも棒状の初期形状を有す
る材料に加工を施す要素を含んだ
題材が主体となっている。中でも
「ハンマー」や「ドライバー」は，
鋼（中，高炭素鋼）の性質を活す
加工法として重要な熱処理加工の
要素を含む題材として，教師もよ
り積極的に選定していることが伺
い知れる。
　表7は製作実習用教材のキット
教材依存状況を調べたものである。　　　表7　製作用実習教材の種類（複数回答）
両領域ともにその指導において市
販のキット教材を使用している場
合が半数を超えている。特に金工
2においては7割近くにまで達し
ていることは注目すべきである。
キット教材の利点としては，材料
取りの必要がなくてすみ，そのた
製作　品　名
指　導領域
金　工　1 金　工　2
①ハ　　ン　　マ　　ー 1校（0．8％〉 13校（18．6％）
②　ド　ラ　イ　バ　ー 18校（25．7％）
③ペ　ン　ス　タ　ン　ド 3校（2．4％） 14校（20．0％）
④ぶ　　ん　　ち　　ん 14校（20．0％）
⑤　ち　　り　　と　　り 45校（36．9％） 1校（1．4％）
⑥　ブ　ツ　ク　エ　ン　ド 13校（10．7％）
⑦状　　　　さ　　　し 30校（24．6％）
⑧　そ　　　の　　　他 30校（24．6％） 10校（14．3％）
合　　　　　　　　計 122校（100％） 70校（100％）
教材の種類
指　導領域
金　工　1 金　工　2
①　自　　作　　教　　材 25校（25．8％） 8校（14．0％）
②　キット教材（市販品） 54校（55．7％） 39校（68．4％）
③　キット教材を部分的に手　直ししたもの
18校（18．5％） 10校（17．6％）
合　　　　　　　　計 97校（100％） 57校（100％）
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めに材料に無駄がなく，また，教師の事前準備が省けること，さらに，製作品の完成まで
に要する生徒の製作時間が少いといったことなどが挙げられる。しかし，キット教材を利
用すれば，製作過程で若干の工夫・設計の自由度は残されているものとしても，画一化さ
れた指導過程を取らざるを得なくなり，教師にとっても生徒にとっても，内容の浅い指導
あるいは学習になる危険性をもつものと思われる。今後検討すべき点であろう。
　3－4．指導時の留意事項
　本領域の指導においてはややもすると教師も生徒も製作品を完成することに主眼を置き
易く，そのための製作作業一辺倒になる傾向がある。そのような傾向にある中で教師が指
導時に留意している事項を整理し　　　　　表8　指導時の留意事項（複数回答）
たものが表8である。
　両領域ともに工具や工作機械の
安全使用についての指導に力点が
置かれているが，特に金工1では
かなり高い比率で安全面の指導が
なされている。このことは，生徒
は金工1で初めて金属材料の加工
に関する種々の工具類に接するこ
とになるから当然のことと思われ
る。また，金工2の指導において
は，加工の原理などについての科
学的な考察を行なわせることも重
要視されていることが伺える。さ
らに，本教科における最も標準的　　　　　表9　具体的な指導方法（複数回答）
な指導計画によれば，金属加工領
域の指導に先立って生徒は既に木
材加工領域の学習をしているので
その学習内容との対比からの指導
もなされていることも伺える。な
お，アンケートの回答項目に取り
上げた選択肢以外の項目について
は特に指摘がなかったことを付記
しておく。　　　　　　　　　　　　　　　　　表10　実験内容（複数回答）
　加工についての原理的な指導を
行う際の具体的な指導法について
調べたものが表9である。この表
に示されている数値は，表8にお
いて項目②および③の回答を得た
中学校を対象としたものである。
実験を伴う指導もかなり行われて
いるようであるが，半数以上は図
留　意　事　項
指　導　領　域
金　工　1 金　工　2
①　金工具や工作機械の安全
　な使用の習得に重点を置
　いて指導している
80校（47．3％） 47校（45．6％）
②加工の原理などの科学的
　な考察を重点的に指導し
　ている
41校（24．3％） 32校（31．1％）
③木材と金属材料の加工法
　の違いに重点を置いて指
　導している
42校（24．8％） 21校（20．4％〉
④特　　に　　な　　い 4校（2．4％） 2校（1．9％）
⑤　そ　　　の　　　他 2校（1．2％） 1校（1．0％）
合　　　　　　　　計 169校（100％） 103校（100％）
指　導　方　法
指　導　領　域
金　工　1 金　工　2
①加工に関する実験を伴う指導 40校（46．5％） 18校（34．0％）
②　図表を用いた解説，知識
　の伝授
43校（50．0％） 34校（64．1％）
③　そ　　　の　　　他 3校（3．5％〉 1校（L9％）
合　　　　　　　　計 86校（100％） 53校（100％）
実験　内　容
指　導　領　域
金　工　1 金　工　2
①切　　削　　実　　験 22校（32．8％） 11校（40．7％）
②塑性変形実験 40校（59．7％） 4校（14．8％）
③熱　処　理　実　験 12校（44．5％）
④　そ　　　の　　　他 5校（7．5％）
合　　　　　　　　計 67校（100％） 27校（100％）
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表を用いた知識の解説にとどまっている。この傾向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表11省資源や再利用についての
は金工2の場合に著しい。このことは・金工2では　　　　　意識的指導の有無
金属材料の性質と加工法に関する指導内容がより複
雑かつ高度になることに加えて，中学生の学力レベ
ルを対象とする簡便な演示実験手法等の開発研究が
遅れていることにも起因すると思われる。
　実験を伴う指導を行っている場合の具体的な実験
内容について調べたものが表10である。金工1．では
材料の塑性変形に関する実験が最も多く，金工2で
は切削実験と熱処理実験が主体である。ところで，
切削に関する実験が金工1でも比較的多く取り扱われているのは，これまで述べて来たよ
うに，金工1においては板状の材料を用いた曲げ加工が主体となる製作品題材であるが，
その完成に到るまでには切断，穴あけ（リベットの下穴加工など），やすりがけ等の切削加
工の要素が若干ではあるが含まれていること，さらには，金工2の指導を行っていない中
学校において，金工2における中心的な指導内容である切削加工について，補足する意味
も含めて，金工1の指導時により積極的に指導していることなどのためと思われる。
　表11は金属資源の利用と人間社会のかかわりについて指導する中で，省資源や資源の再
利用についての意識的指導がなされているか否かを調べた結果である。今回回答を得られ
た中学校のうち，その半数以上の学校ではこの観点からの意識的指導はなされていないと
いうことが伺える。前述したように本領域の指導では製作品の設計・製作活動を中心に据
えた授業展開ぞあるが故に，製作品の完成をもって指導が終了するという傾向になり易い。
もちろん，その製作活動を通して生徒はこれまでに未体験の金属材料の特性やそれを活し
た加工法についての種々の知識を体験的に学習するが，大半の中学校では木材加工領域も
含めて加工領域として100時問を超える指導を行っていることを考え併せる時，表11の結果
は金属加工領域を体系的にとらえた指導のあり方を求める立場からすると少し疑問の残る
所である。本領域で指導した多くの知識や加工体験が実生活の場で根付き，より有意義に
活用されるようにするためには，本領域の指導における締くくり方は極めて重要と考える。
今後この項目の指導の意義についてさらに検討を加える必要があると思われる。
指導額域 中学校数
有
金　工　　1 26校（27．1％）
金　工　　2 9校（9．3％）
金工「1＋2」 4校（4．2％）
不　　　　明 4校（4．2％）
無 53校（55．2％）
合　　　　計 96校（100％）
4．あとがき
　中学校「技術・家庭」科の加工領域の一つである金属加工領域の指導の実情を知るため
に，長崎県下の中学校を主対象にアンケート調査を行い，その調査結果の一部を考察を加
えながら紹介した。問題点と課題をまとめれば次のようになる。
　本領域の指導において最も問題となるのは指導内容に対する指導時問の絶対的な不足の
現実であろう。ここに紹介した集計結果はそのことを示しており，指導領域の選択や融合，
あるいはキット教材の利用状況等は指導内容の未消化をいかに防ぐかという教師の対処の
現れであると思われる。次いで問題とされるべきことは加工作業中心の指導形態を保持し
つつ生徒にいかに指導内容を体系的に把えさせるかであろう。金工1と金工2の区別を塑
性加工と切削加工あるいは板状材加工と棒状材加工さらには金工具と工作機械といったや
や形式的なあるいは一義的な分類や指導のあり方には疑問が残るところである。本領域を
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技術全体の体系の中で位置付け直し，また本教科の他領域の指導内容との関連性からも検
討を加え，指導内容を整理し直すとともに視点を変えた教材の開発が急務の課題であると
思われる。
　なお，本アンケート調査は昭和62年度の卒業研究の一環として実施したものである。集
計結果の一部は第4回（長崎）技術科教育研究会（1988年8月）で報告した。
　最後に，アンケート調査を実施するにあたり長崎県内および佐賀・神奈川両県，広島市
内の中学校技術科担当の先生方の好意的な御協力があったことを付記して謝意を表します。
参考文献
1）文部省：中学校学習指導要領，昭和52年7月改訂。
2）文部省：中学校指導書　技術・家庭編，開隆堂出版，昭和53年5月。
3）　技術・家庭（上）（渡辺茂他編集），開隆堂出版，昭和60年12月。
4）　新しい技術・家庭（上）（石毛フミ子他監修），東京書籍，昭和56年2月。
5）文部省：学校教育法施行規則，昭和52年7月改正。
資料：アンケート内容
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